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矢作ダム管理所

■ 矢作ダムは、昭和46年4月から管理開始。
■ 洪水調節・流水の正常な機能の維持・農業用水・工業用水・水道用水・発電を目的とした多目的ダム。

■ 右岸が岐阜県、左岸が愛知県の県境に位置し、源頭部は長野県となる３県に渡るダム。

①矢作ダムの概要
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矢作ダム管理所
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①矢作ダムの概要

■ 矢作ダムの利水運用としては、農業用水、工業用水、水道用水がある。



矢作ダム管理所①矢作ダムの概要
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■ 矢作ダムによる発電の現状

• 矢作ダムは、最大出力68,400kW（第一発電所61,200kW、時瀬発電所7,200kW） の発電を行っている。
•黒田貯水池（上池）と奥矢作湖（下池）との標高差約600mの間に富永調整池（中間池）を設け、最大５００万m3の
容量を上下させる揚水発電を行う・・・最大出力110.3万kw（第一：32.3万kw、第二：78.0万kw）
•発電（上池→下池）は主に太陽光発電による出力が低下する夕暮れ時に行われ、揚水（下池→上池）は
昼間(12:00～13:00)や休日の日中に多く行われている。



矢作ダム管理所②矢作ダムの維持管理
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■ 施設及び貯水池の維持管理については以下のとおりとなる。



矢作ダム管理所②矢作ダムの維持管理
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■ 冷濁水対策

• 冷濁水対策として選択取水設備をダム堤体に、濁水対策として濁水対策フェンスを貯水池の２か所（本川2.0k地
点・段戸川合流点）に設置している。



矢作ダム管理所

■ 矢作ダムでは、ダム下流の河川環境の向上に資することを目的とした弾力的管理試験を平成１６年度より実施し

ている。

■ 洪水調節に支障を及ぼさない範囲で流水の一部を貯留し、流量が目標に対して不足する場合に貯留した水を放

流する。

■ これまでの弾力的管理試験の実施結果として、平成20年8月12日から8月23日までの９日間で実施し、ダム下流の
岩津地点目標流量4.15m3/s確保に貢献した。
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②矢作ダムの維持管理



矢作ダム管理所

■ 矢作ダムは、管理開始（S46.4）以降、R6（54年間）までに29回の防災操作を実施。

③矢作ダムの洪水時の対応
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矢作ダムのゲート操作回数（S46～R6）

近年の矢作ダムのゲート操作回数（H12以降）
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※近20ヵ年を整理

洪水要因
総雨量
(mm)

①最大流入量
（m3/S）

②最大流入時
ダム流下量
（m3/S）

③調節量
［①－②］
（m3/S）

調節率
［③/①］
（％）

H12.9.12

台風14号、前線 437 3,218 2439 779 24

H15.8.9 台風10号 263 1,235 935 300 24

H16.6.21 台風6号 154 1,106 206 900 81

H16.10.20 台風23号 190 1,436 815 621 43

H19.7.15 台風4号 221 1,046 866 180 17

H23.9.20 台風15号 274 1,037 805 232 22

H24.6.19 台風4号 110 880 209 671 76

H24.9.30 台風17号 101 1,427 1031 396 28

H25.9.16 台風18号 212 1,487 1008 480 32

H30.9.5 台風21号 202 1,324 912 412 31

H30.10.1 台風24号 175 1,520 998 523 34

R2.7.1 梅雨前線 156 830 808 22 3

R3.5.21 梅雨前線 168 937 838 99 11

R5.6.2 台風2号、前線 239 1,441 1,002 439 31

R6 － － － － － －

既往最大



矢作ダム管理所

■ 矢作川では、矢作ダムの管理開始（昭和46年4月）以降、25回の取水制限が実施されている。

④矢作ダムの渇水時の対応
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矢作ダム管理所
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全年間堆砂量(千m3）

年最大流入量(m3/s)

堆砂量

治水容量内堆砂量(千m3)

利水容量内堆砂量(千m3)

堆砂容量内堆砂量(千m3)

堆砂量＋掘削量

3m千15,000計画堆砂容量

H12（東海豪雨）

2,830千m3/年

※H26からメッシュスライス法を主体とした「複合計算法」に変更。
それ以前は平均断面法

S60貯砂ダム設置

■ 昭和46年の矢作ダム管理開始以降、平成11年までに約1,100万m3程度の堆積実績であった。
■ その後、平成12年の東海（恵南）豪雨では掘削戻し堆砂量で約280万m3であり、この時点で計画堆砂容量（1,500
万m3）に近づいた。

■ 貯水池掘削は平成元年度より実施している。

■ 現時点の堆砂量は1,570万㎥となっており、計画堆砂容量が満砂の状況となっている。
■ 近年では、堆砂が進行を抑制するために、維持掘削・浚渫及び砂利採取が行われており、計画堆砂容量程度の

状態が維持されている。

⑤矢作ダムの貯水池維持
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矢作ダム管理所

■ 現状の堆砂対策として、維持掘削と砂利採取を実施している。

■ 維持掘削と砂利採取（地元砂利組合）により毎年掘削することで、治水機能を維持し、ダム湖内の堆砂の進行を極

力遅らせている。

■ 掘削した土砂は、「地域の開発地の造成（榊野地区他）」「川砂としての販売」「三河湾でのアサリ生育の場として

の干潟・浅場造成試験（愛知県）」等に有効活用されており、令和２～令和６年度では運搬土砂量約４～１０万m3/
年で推移している。

■ 上流部の掘削（バックホウ、水中ブル）は、水需要が少なくなる冬期に貯水位を下げて掘削を実施している（掘削

箇所は、有効貯水容量内）。
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バックホウ水中ブル浚渫船（砂利組合）

⑤矢作ダムの貯水池維持

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

河川域
河川への土砂還元
(土砂供給実験)

4,490 11,210 2,000 17,580 18,260

海域 干潟・浅場造成 3,500 5,260 3,640 5,310 5,100

陸域 土地の造成 59,830 39,870 20,010 17,970 0

その他 工事等での活用 820 800 800 2,020 5,090

砂利採取
建設骨材・
砂利販売等

31,570 17,190 16,060 10,660 7,790

100,210 74,330 42,510 53,540 36,240合計(m3)

活用の状況



矢作ダム管理所

■ 矢作ダム貯水池の容量維持を図るため、堆積した土砂を搬出するべく、国の掘削工事と民間の砂利採取を実施。

■ 令和６年度は、相走地区では水中ブルドーザを用いた掘削を、シシナド地区は、施工性・コスト面から冬季に貯水

位を低下させ、バックホウによる陸上掘削を実施。
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令和６年度の実施内容
・堆積土砂の掘削や浚渫を実施
・総合土砂管理計画を踏まえた堆砂対策
に関する検討を実施

令和７年度の予定
・掘削や浚渫を継続的に実施
・より効率的な掘削工法の検討
・掘削量の増加に資する施設の検討及び
設計を実施

ポ ン プ 船 浚 渫 状 況 バックホウ陸上掘削 (シシナド地区 )

段戸川

名倉川

上村川

仮置場
(シシナド地区)

砂利採取(掘削)

水中ブル
(相走地区)

恵那砂利生産
協同組合

矢作ダム

貯砂ダム

砂利採取(浚渫)

愛岐砂利採取販売
協同組合

バックホウ陸上掘削
(シシナド地区)

脱水・仮置

仮置場
(池ヶ洞地区)

脱水・仮置

水中ブル掘削状況(相走地区)

※緑色の機械が水中ブル

⑤矢作ダムの貯水池維持

水中ブル



矢作ダム管理所

■ 将来の土砂管理実施時における、下流環境（物理環境・生態系）への総合的な影響を把握し、適切な恒久排砂対

策の運用、置土の実施方法を決定するために置土実験を実施している。

■ 置土実験は平成１９年度から開始し、これまでの実験（時瀬地区、小渡地区、越戸ダム下流他）により、下流に顕

著な堆積は生じないことが分かっている。

■ 今後、どの程度の置土量であれば、環境への効果・影響が生じるか見極めるため、土砂量を段階的に増やしなが

ら置土実験を継続する。
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⑤矢作ダムの貯水池維持


